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日本資本主義と女性の社会的環境に関する総合的研究 

－「平塚らいてう資料」のデジタルアーカイブ構築を中心に－ 
 

1．研究の目的 

 

本研究は、近代日本における女性の社会的環境を総合的に把握することを目的とする。具体的

には、女性解放・平和運動など社会運動に邁進した平塚らいてう（奥村明 1886-1971）に焦点を

当て、没後 50 年を機として 2021 年度に法政大学大原社会問題研究所が受贈した「平塚らいてう

資料」デジタルアーカイブの構築・公開を通して、実証研究を推進する。 

 

(1)「平塚らいてう資料」デジタルアーカイブの構築 

「平塚らいてう資料」とは、NPO 法人「平塚らいてうの会」所蔵資料と孫の奥村直史家所蔵資

料を統合したものである。前者はらいてう自伝の編纂に従事した小林登美枝が保管していた資

料を会が引き継いだものであり、もともと奥村家にあったものをらいてうの了解をえて帯出し

たものと推定される。会では『平塚らいてうの会紀要』などでその一部を紹介してきたが、十分

な研究がなされてきたわけではない。後者は、奥村家に残された資料で、奥村直史は孫の立場か

ら『平塚らいてう――その思想と孫から見た素顔』平凡社、2021 年を刊行し、らいてう研究を

行ってきたが、一般には公開されていない。もともと一体であったこれらの資料をあわせて整

理・公開し、広く学術研究の基盤を整備することが本研究の課題である。 

 

(2)日本資本主義の成り立ちが女性の社会的環境に与えた影響についての研究 

そのうえで本研究が追究するのは、日本資本主義の成り立ちが女性の社会的環境にどのよう

な影響を与えたのかという問題である。従来、近代日本の女性史は女性解放運動の担い手に焦点

を当て、平塚ら知識人の論考を分析対象としてきた。一方、日本資本主義の発展を底辺で支えた

女性労働者は、ほとんど資料を残さず、ストライキ等の行動が記録されるのみであった。しかし

ながら、平塚らが女性だけの手による文芸誌『青鞜』を創刊したのは女性工場労働者の保護を目

的とする工場法が公布された 1911 年であり、国家による母性保護は両者に共通する重要なテー

マであった。この知識人層と労働者層との関係に焦点を当てるのが、本研究の特徴である。 

1918 年から 19年にかけて、国家による母性保護を訴えたらいてうに対し、女性の経済的自立

を主張する与謝野晶子が批判し、のちに山川菊栄らも加わって「母性保護論争」が展開されたこ

とはよく知られている。実際、らいてうは、1919 年に名古屋の紡績工場を視察し、その「悲惨な

光景」に直面して「これが地獄でなくて何であろう」と記し、また、市川房枝らと新婦人協会を

1920 年に設立して婦人参政権運動を展開する際、その機関誌『女性同盟』の創刊にあたっても、

「将来母となるべき多くの娘たちが工場において資本家の利己心の犠牲となって、彼女の若々

しさと愛情の豊かさと彼女にとって何より大切な母性とを破壊されねばなりません」と嘆き、女

性の地位向上を訴えた。このように、女性解放を目指す女性知識人の多くは、悲惨な境遇にある

女性として工場労働者に言及し、彼女らの言説が女性の声として流布するとともに政策に一定

の影響を与えたと考えられる。こうした女性知識人の言説と女性労働者の現実とを切り結び、近

代日本の知識人層と労働者層とを包括した女性の社会的環境に関する学術的な研究を推進する

のが本研究の目的である。 

 

2．研究の計画 

 

本年度は、平塚らいてうが生きた時代を通して日本資本主義と女性の社会的環境について検討

してきた本研究の成果をまとめる。具体的には、以下のとおりである。 

①デジタルアーカイブの公開：公開後のメンテナンスを含めた運用方法を確立する。 

②展示会：厳選した貴重な原資料を展示会で紹介し、一般に公開する。その際、日英両語の解

題付き図録を作成して国内外の関係機関に配布する。 

③シンポジウム：「日本資本主義と女性の社会的環境」について、平塚らいてう関係資料を通



して考えるシンポジウムを開催し、ゲストスピーカーを招聘して議論を行う。この議論を踏ま

え、『大原社会問題研究所雑誌』で特集を組む。 

④国際会議：フランス・パリで開催される 2024 年度労働史研究機関国際協会（IALHI：

International Association of Labour History Institutions）の年次大会で「平塚らいてう

関係資料」を紹介し、その意義について議論を深める。 

 

3．研究の成果 

 

本研究は、知識人層と労働者層との関係に焦点を当て、「平塚らいてう資料」を通して、日

本資本主義の成り立ちが女性の社会的環境に与えた影響を明らかにした。とりわけ差波亜紀子

は、らいてうが記した手紙を分析し、自身が雇用する女中の健康問題を通して、彼女らが従事

した工場労働の労働環境に関心を寄せたことを解明した。知識人層と労働者層との結節点とな

った女中の存在に着目した貴重な研究成果と言えよう。加えて、以下の成果を得た。 

 

①デジタルアーカイブの公開 

 本研究は、貴重な資料の利用を促進するために、デジタルアーカイブを構築することをめざ

した。総撮影コマ数 34,322 点の資料をどのように公開するかを検討し、デジタルアーカイブ

アプリケーションとして AtoM(Access to Memory)を採用することとした。目録データの検索

は研究所ウェブサイトで可能だが、諸般の事情により、デジタルアーカイブについては研究

所内 PCでの公開とした。 

 

②展示会 

法政大学大原社会問題研究所所蔵平塚らいてう関係資料公開記念展示「らいてうと婦人運動

の時代」を 2024 年 8 月 21 日から 年 10 月 31 日まで、法政大学多摩キャンパス（図書館・

研究所棟 5 階）大原社会問題研究所展示コーナーで開催した。また、日英両語の解題付き図

録を作成して、来場者や国内外の関係機関に配布することができた。 

 

③シンポジウム 

法政大学大原社会問題研究所所蔵平塚らいてう関係資料公開記念シンポジウム「らいてうと

婦人運動の時代」を 2024年 10月 12 日（土）に法政大学市ヶ谷キャンパス大内山校舎 Y４０

６で開催した。第１部の基調講演では、湯澤規子法政大学人間環境学部教授に「『焼き芋とド

ーナツ――日米シスターフッド交流秘史』をめぐって」と題して講演していただいた。第２部 

の平塚らいてう資料研究会報告では、メンバーの井上直子、堀内暢行、差波亜紀子が報告を行

い、北口由望が司会を担当した。この議論を踏まえ、『大原社会問題研究所雑誌』797号、2025

年 3 月で特集「平塚らいてう関係資料」を組むことができた。ここでは、資料整理とデジタル

アーカイブ構築に関する論考に加え、資料に即した分析を発表することができた。 

 

④国際会議 

法政大学大原社会問題研究所は日本で唯一、労働史研究機関国際協会（IALHI：International 

Association of Labour History Institutions）に加盟している。これは、各国の労働史に関

するリサーチャー、ライブラリアン、アーキビストが集まる団体で、フランスで開催された第

54 回の年次大会のテーマが「活動家の遺物」であったため、平塚らいてうの活動と残された

史料について報告を行うとともに英語版の展示図録を配布することができた（9 月 12 日、於

パリ・ナンテール大学）。 

 

4．研究の反省・考察 

 

(1)デジタルアーカイブの公開 

本研究は、当初からデジタルアーカイブの構築を目指し、広く学術研究の基盤を整備すること

目指した。しかしながら、サーバ確保の問題に加え、資料の権利関係について寄贈者の許諾のみ

で公開することができない記事や私信等の取扱いに懸念が残るため、まずは研究所内のPC上で

公開することとした。研究所ウェブサイトで資料目録の検索は可能なので、関心を持った方はぜ



ひ研究所に来所して閲覧していただければと思う。 

 

(2)シンポジウム 

 本研究は、2023 年度より共同研究のメンバーを増員することによって、日仏比較など国際比

較の視点を取り入れて共同研究を進めてきた。その成果をシンポジウムで報告し、『大原社会問

題研究所雑誌』の特集でも論考を掲載する予定であったが、やむを得ない事情により、シンポジ

ウム当日の登壇がかなわず、その論稿を掲載することもできなかった。 
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